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   When nephroptosis patients are in upright position, frequently, excretory time from 
the renal pelvis to the bladder is delayed. It is caused by retention of urine in the 
renal pelvis as a result of renal ptosis, torsion of the renal pedicle or kink of the ure-
ter. Therefore, there exists a time discrepancy between plasma concentration and urine 
concentration of clearance substances. In order to find out the difference in the renal 
function between standing up and laying down position, the author tried to use expo-
nential function curve in blood concentration of PAH and half crest value time on each 
of the following groups of  patients  : 15 persons with normal kidneys as a control group, 
15 persons with unilateral nephroptosis, 15 persons with bilateral nephroptosis, 5 persons 
with remaining normal kidney as a control group, and 5 persons with nephroptosis of 
the remaining kidney. In addition to these, 4 persons who had nephropexy for unilaterl 
nephroptosis were examined pre and postoperatively. 
   The results are summarized as follows: 
   1) In normal persons, eliminating constant (K) is almost equal in both upright and 
supine position. There also are no remarkable difference of average (K) between uprig-
ht and supine position in both normal and nephroptosis patients unilaterally. or bilatera-
lly, for the first half an hour following injection. After that, however, the difference bec-
omes larger in order of  normal persons, unilateral nephroptosis patients and bilateral 
nephroptosis patients. In the cases of remaining kidney with  nephroptosis, the differe-
nce average of (K) between upright and supine position is most remarkable for the first 
half an hour following injection. 
   2) The characteristic distribution area is seen in each of the exponential function 
curve of different groups. 
   3) In normaladults, half crest value time is 19.3±2.44  min. in supine position and 
22.4±1.89  min. in upright position. In upright position, the arevage half crest value 
time is almost equal in both normal and nephroptosis cases unilaterally or bilaterally. 
The discrepancy of the half crest value time between upright and supine position is 3.1 
 min. in normal persons, 6.8  min. in unilateral nephroptosis, 1.7  min. in control remaining 
NOTES 1) Exponential Function Curve (Exponentielle Funktionskurve) 
     2) Half Crest Value Time  (Halbwertszeit)
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kidney, 4.8  min. in remaining kidney with nephroptosis, 12.5  min. pre-nephropexy and 
2.3  min. post-nephropexy. 
   4) In bilateral nephroptosis, if the renal descending ratio in either side of the 
kidneys goes over 2nd or 3rd degree, the half crest value time tends to become longer. 
   5) In bilateral nephroptosis patients, the cases with prolonged half crest value 
time shows remarkable changes in the kidney position in the upright x-ray films. Part-
icularly, it is accorded with the degree of the renal torsion. 
   6) In the cases of nephropexy, the average half crest value time and the .upright 
x-ray findings have improved after nephropexy. 
   7) Comparing direct clearance value with indirect clearance value which was calcu-
lated with half crest value time, the value with  Niissigensts formula gives the most 






























又彼は,従 来の標準 クリァランス 法 に比 し
て,こ の半減期法は,利尿の悪い場合とか,尿
路に痙攣をお こし,尿 が減少する場合にも用い
られ,又 導尿 や持続 点滴を必要 とし な い 事 等
で,有 利 であ ると推奨 してお り,又Schmiedt
undL6w3,は,老 人で利尿が著 るしく障碍 さ
れ る時に も用い られ,又 導尿 のために尿路感染
を お こす こともない として半減期法 を行つてい
る.本 邦 において も,1956年,木下等4,は,健
康腎及 び内科 的疾 患腎に,こ れを行い,間 接 ク
リア ランス値 を算出 し,標 準 ク リァ ラソス値 と
比較 して,簡 便法 として推賞 している.1957年
渡井5,は,4人 の正常人 と下部尿路患老10人に
本方法 を施 行 してお り,同 時 に測定 したCsts,
CPAH,TmPAHと 比較 し,PAH-HWZは,
CPAHとTmPAHを 綜合 した成績を標 示する
もの と解釈 してよか ろ うと云つ ている.一 方,
遊走 腎に ついては,1940年McCannand
Romansky6},1942年,ChasisandRedish7⊃,
1956年南 等8》,1956年原 田等9}10)が標準 ク リア
ラソス法で,臥 位,立 位 における腎機能 を発表
してい る.遊 走腎 では,立 位 を とる事によ り腎
の下降,捻 転,尿 管屈曲 を起 し,そ れに伴 い腎
孟 内尿停 滞等 の状態 が惹 起 され ることがある.
又 坂詰11)は,健康人,遊 走腎者 は共 に立位で
は,尿 量 が臥位 に比 して有意 の差 を以て減少す
る といつ てい る.此 等 の諸条件 の下では,Arn-
holdti2}sBettgeundSimonls,,Rothauge
undMensei4)等の謂 う様 に,ク リア ラソス物
質の尿濃度 と血漿濃度 との間に時間的ずれを生
ず る危険が ある.そ こで,著 者は,遊 走腎者 の
臥位 及び立位におけ る腎機 能の変 化 を,PAH












① 正 常 人15人 ♂11人 ♀4人(20才 ～43才)
② 遊走 腎 患者30人67人 ♀23人(22才～61才)
儲 灘 獣 ㈲3人 左2人)
③ 鴬腎遊璽 ・人 ・2人 ・・人(34才一61才)
















フィルターにて光電比色計を使用 し定量 した.そ の各
々の定量実測値を,片対数用紙上に図示すると,注射























































PAHの 血 中 濃度 曲線 を 表 す 式
ツ=a¢ict
y…時間(の に お け るPAHの 血 中 濃 度
a…最 初 のPAHの 血 中 濃 度
ひ・・自然対 数 の 底















































































































片 側 遊 走 腎


























































































































式の除去速度常数kよ りHWZを 算出したが,こ の
成績を,諸家の成人におけるPAH半 減期正常値 と比
較表示すると,第6表 の如 くなり,著者は,正常成人
のHWZは,臥 位,立 位で,あ まり変化な く,平均3
分の差があるのみで,臥 位のHWZは,Wittkopfの
成績に近似していることを認めた.






























ツ=σぴ 履 に お け る


























































































血中よりの排泄が遅 くなっていることを意 味 して い
る,下降曲線分布領域は,臥位,立位共に拡大し,上


























































































第5図 単 腎 遊 走 腎 患 老5人
10203040506070i主 射后9)日寺闇
(mln.)
第4図 単 腎対 照5人
第10表単腎遊走腎者におけるPAH血中濃度下
降曲線式
単 腎遊 走 腎者 に お け る臥位,立 位 のPAH血 中 濃度
下 降 曲 線 式 を 示 す と,第10表及 び 第5図 の如 くに な る.
注 射 後30分以前 のkは 臥 位 で0.0490,立位 で0.0420
とな り,そ の差 は,0.0070とな り,30分以 後 の 々にっ
い て 見 る と,臥 位 で,0.0310,立位 で0.0247とな り,
そ の 差 は,0.0063とな り30分以 前 の臥 位,立 位 のleの





























































































































































単 腎 対 照5人
0,0591±0.OO690 単腎遊走 腎5人
11。42±2.69




















が,正しく腎固定術を行はれた場合・ 除去速度 常 数






















































22.4であり,片 側遊走腎者においては,下 降程 度と





























































































































































































































































































比較し,少 し屈曲が多 く見 られるとい う程度のもので





度腎障碍で2例 中2例 のものにみ られ,腎 の転 倒と
は,関 係があるように推察された。尿管屈曲について
見ると,正常群11例中1例,軽度腎障碍2例 中1例,中
等度腎障碍2例 中2例に,尿管屈曲が確に認 め られ
た.両側遊走腎の場合で,特 に注 目されることは,中
































































































































































































































































及び,遊走腎者の臥位,立 位のHWZよ り,間接 クリ
ァランス値(以 下間接 ク値と略す)を 算 出し,同 時
に,直接法によるR・P・Fを求め比較した,尚,血 中
のPAH,尿 中のPAHの 定量法は,第2章 実験法











は,腎 外 排 泄 に よ る値 で,こ れ を,腎 外 ク リァ ラ ンス
(Cex)と名 付 け,
総 ク(Ctot)=腎ク(Cre)+腎外 ク(Cex)を 提 唱
して い る.又MeyerundSchwouzen34)をま,PAH
静 注 後60分 とそ の後30分 の2回 採血 し,二 者 の血 中
PAH濃 度 よ り,
醗諜 慧む 熱(鷺離
て い る.
(Eo,El;530mμフ ィ ル ター使 用 の光 電比 色 計吸
光 度)
しか る に,一 方,MoellerulldAbt24,は,同時に
実 施 した ク リァ ラ ンス値 とHWZの 比 較 を,Wittko-
pf,Dostの二 者 の 成 績 を表 示 し て,か な りのちが い
が あ る こ とを 示 して お り,又HWZは,体 表面 積 には
無 関係 で あ る のに 対 し,ク リア ラ ンス値 は,体 表面 積
と関 係 が あ り,体 表 面 積 で 修正 さ れ るべ き も の で あ
る.そ の上,HWZは,対 数関 係 で あ るの に,ク リァ
ラ ンス値 は,等 差 級 数 で あ る.又HWZは,時 間 で表現
され るの に 対 し,ク リア ラ ンス値 は,量 で 表 現 さ れ
る.以 上 の諸 点か らも,両 者 を 比 較 出来難 い と云 つ て
い る.こ れ とは,反 対 に,間 接 ク値 を 算 出 し よ うとす
る諸 家 に は,前 述 した,Meyer33),Schwouzen34)の
他 に,Klauer2s),Ntisigens3s),佐rk22),福井36)3の等
が あ る.第20表 は,HWZよ り,間 接 ク値 を算 出す る
諸 家 の 計算 式 を 示 した も の で あ る、.
第20表 間接ク値を算出する計算式
Meyer33}のTotaleClearance,Bettgeund
Simoni3)のIndirekteMethodeがこれ で あ る.
Meyerは,直 接 法及 び間 接 法 の 比較 か ら経 験 的 に,
腎 ク リア ラ ンス(Cre)を 次 式 に よ り出 し て い る.
腎 ク リア ラ ンス(Cre)=19600K-135
Kl・uer式(以下K式 と略す)…C・AH一半講12
NUss・g・n・式(以下N式 と略す)・…AH一 撒 一135





















































間 接 ク 値


























































め,そ の各 々 よ りK式,N式 を 計 算 し,同 時 に,3人
の男(18才～42才)に つ き,直 接 法RPFを 求 め る と
554.4±51.7で,これ に近 似 した 値 を とつ た もの が,
作図法K式 で,496.6±129.0であ り,次 い で,作 図 法
N式 で,476.6±82.7であつ た と報 告 して い る.Wit-
tkopfは,HWZの 正 常 範 囲 を,17～22分 と して お
り,同 時に実 施 した 直接 ク値 を,500～700ccとして
い る.
著 者 の成績 で は,臥 位 の 直接 ク値 は,534.7±119,7
で,こ れに近 似 した間 接 ヤ値 は,N式 で580.8±95.7
とな り,立 位 の 直接 ク値 は,457.6±83.4で,これ に
近 似 した間接 ク値 はN式 で,485.6±71.7であつ た.
福 井は,男 女 無 差別 に15～29才,771名の測 定 を 行 い,
R・P・F600ccとし,年 令 的 に 集 計 し,R・P・Fの 分 布
の頂 点は,年 令 の上 昇 と共 に,650から400に減 少 し,
標準 偏差 も年 令 層 と共 に増 大す る と云 つ て い る.又,


























い.著 者の症例でも,K式 による間接 ク値が1000を越
した例が,4例 あつたので,こ れを,統 計より除い
た.一 方N式 は,K式 に比し極端に変動することが少
な く,その点で概ね,真 のR・P・F値に近い値を示し
ていると考えられる.福井式は,一 般にR・P・F値が


















る.そ こで,ま ず,PAH血 中濃度下降曲線式
と半減期法を,正 常人15人の臥位と立位におい
て,検 討し,次 いで,片 側遊走腎15人,両側遊
走腎者15人,単腎対照例5人,単 腎遊走腎者5
人,遊 走腎腎固定術症例4例 の術前,術 後の各
群に分けて,比 較検討 し,併せて,半減期値と































は,直接ク値,間 接 ク値の平均減少率が,共 に,明 ら
かに大となっている.腎固定術症例術前では,症例数




IV総 括並 びに結 論
遊走腎者 の臥位 と立位 におけ る腎機能 の変化
(1)正常人において,PAH血 中濃度の実測
値 と理論値 との差をみると,注射後30分以前で















は,臥 位,立 位でその差が殆どな く,正常人の
場合 と同様であるが,30分以後のkで は,臥
位,立 位の差は,正 常人の場合に比較 し2倍と
なつている.臥位では,下降曲線分布領域は,
殆ど正常 と比較 し変化ないが,立 位では少し上
方に分布がずれた.
◎ 両側遊走腎者では,注 射後30分以前のk
は,臥 位,立 位でその差があまりなく,正 常
人,片 側遊走腎者,両 側遊走腎者の場合 と殆ど
同 じであるが,30分以後では,臥 位と立位の差
は,正常人,両 側遊走腎者,片 側遊走腎者の順

























下降曲線分布領域は,正常人の場合 に 酷 似 し
た,
㈲ 半減期値 につ いてみ る と,正 常成 人の臥
位における半減期値 は,19.3士2,44分立位 にお
ける半減期値 は,22.4±1.89分であつた.正 常
人,片 側遊走腎者,両 側遊走腎者 の臥位 の半 減
期値は,殆 ど一定 していて変化 しない.臥 位,
立位の差は,正 常人3.1分,片側遊走腎6.8分,
両側遊走腎5.7分,単腎対照1.7分,単腎遊走 腎
4.8分,しか し単腎遊走 腎では,臥 位 で も非常
に高 く,24,i分で,立 位では,28.9分と変化 し
ている.片 側遊走腎の腎固定術 術 前 では,臥
位,立 位 の差が,12.5分で あつ たのが,術後2.3
分となり,む しろ正 常人の場 合 よ り低 い値 を示
した.
⑤ 半減期値 と下降程度 につい てみ る と,片
側遊走腎者では,下 降程度 と半 減期値は,相 関
しないが,両 側遊走腎者 では,右 腎或は左腎 の
どちらかが,第2度,第3度 以上 の下 降程度 を
855
とれば,半 減期値 も大 とな る傾向がみ られ た.
(6)半減期値 と立位腎孟 像の関係につい てみ
ると,片 側遊走腎 の場 合,腎 の転倒が明瞭 なも
の と腎障碍 の程度 とは,関 係があ る と推 察 さ
れ,両 側遊走腎 の場合,半 減期 値が大 とな り,
腎障 碍程度が高度 となつた症例 は,立 位 腎孟 像
で も,高 度に変化 してい る.特 に,腎 の転倒,
捻転 とは,非 常 に関係 がある.片 佃遊走 腎4症
例につい てみ る と,術 後,立 位 の半減期値 が著
明に改善 され た と同様,立 位腎孟像 もよく改善
された.
(7)半減期 値 と間接 ク リア ランス値 との関係
をみ るた めに,半 減期値 より,K式,N式,福 井
式 で算出 した間接 ク リアランス値 を直接 ク リァ
ラソス値 と比較 した.正 常人直接法 の臥位 に於
け るR・P・F平 均値 は,534.7士119.7立位 では,
R・P・F平均値 は,457.6土83.4で立 位で14.4
%減 少 した.間 接 ク値 と直接 クを比較す る と,
一番N式 が直接 ク値に近 似す る ことがわかつ
た.臥 位 か ら立位 になつた場 合 のク値の平均 減
少率 をみ ると,正 常人では,直 接 ク値,間 接 ク
値共 に平均 減少率は,小 で あるが,両 側遊走 腎
者,単 腎遊走腎者,腎 固 定 術 術 前 の三 群で
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術後 逆行性腎孟撮影像 立位
